
 

 

 

  2018年 9月発行 No.5 

福島県立遠野高等学校図書部 

 

夏休みが終わり、2学期がスタートしました。学校生活の調子は取り戻せましたか？ 

学校図書館には、新しい本が入りました！ 

みなさんからのリクエスト本も入っています。ぜひ一度見に来てください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠野高等学校 図書だより 

お待たせしました！ 学校図書館に新しい本が入りました。 

1学期のアンケートを受けて、みなさんから希望のあった本も多数入れています。 

（裏面または各クラスに配布した新着図書一覧参照） 

 

新着図書はまとめて入口正面の机に置いています。 

昼休み・放課後などにぜひチェックしてください。 

・新しい本は読みたい人がたくさんいます。貸出期限を守るようにしましょう！ 

・原則、新着図書の貸出延長はできません。 

・読みたい本が貸出中の場合、予約ができます。カウンターで申し出てください。 

 

こおりやま文学の森資料館で開催中の特別展に 

合わせて、太宰治に関する本を集めました。 

『人間失格』、『走れメロス』など、多くの作品が

今も読み継がれています。 

 

「いきなり作品を読むのはちょっと･･････」と 

いう人には、あらすじや登場人物を紹介する 

ガイドブックがおすすめです。 

 

※図書室入口右の棚にて展開中。 

 

今月の特集 

太宰 治 ～没後 70年～ 

学校図書館では、以下の 4紙を置いています

（入口正面「新聞コーナー」にあります） 

・朝日新聞 

・福島民報 

・福島民友 

・いわき民報 

バックナンバーは 1ヶ月保管の予定です。 

ニュースをチェックするのはもちろん、 

面接や小論文対策にもぜひ活用して 

ください。 

新聞あります！ 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※リクエストのあった『赤い霊柩車』（山村美紗：著）は出版社で品切れ・重版未定でした。ご了承ください。 

※この他にも色々な本が届いています。詳しくは図書室前や階段に掲示した新着図書一覧を見てください。 

新着図書（一部） 

『かがみの孤城
こじょう

』 辻村
つじむら

深
み

月
づき

：著 ポプラ社 

 

学校での居場所をなくし、部屋に閉じこもっていた少女「こころ」。 

ある日、彼女の目の前で突然鏡が光り始めた。 

鏡を抜けた向こうに集まっていたのは、似た境遇の 7人。 

胸に秘めた願いを叶えるため、7人は隠された鍵を探す――。 

 

 

 

『15歳のコーヒー屋さん』 岩野 響：著 KADOKAWA 

 

中学校に通えなくなったことをきっかけに、あえて進学しない道を選んだ 15歳の 

「生きる道」探しとは？ 

10歳の時に発達障害のひとつ「アスペルガー症候群」と診断され、現在はコーヒー

焙煎士として注目される著者の回想録。 

 

 

 

 

2018年 

本屋大賞 受賞！ 


